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みに依存するのではなく，鍵と鍵穴の関係として行われている．(2) ヒト肺炎菌の Mycoplasma 
pneumoniae は α(2,3)シアリルラクトースを，最も速く滑走する Mycoplasma mobile は α(2,6)シアリル
















存するのではなく，鍵と鍵穴の関係として行われている．(2) ヒト肺炎菌の Mycoplasma pneumoniae は
α(2,3)シアリルラクトースを，最も速く滑走する Mycoplasma mobile は α(2,6)シアリルガラクトースを最
も高い親和性で結合する．(3) 結合は協同的で，ヒル係数が 2-3 である．(4) 滑走時には多数の“あし”が協
同的に働いている．(5) 滑走速度は結合と解離の両方の過程により決定される．(6) 宿主細胞表面にはシ
アル酸オリゴ糖の混合物が存在するため，マイコプラズマ滑走運動は，より遅く，安定したものとなって
いる． 
本研究で得られた知見は，マイコプラズマ滑走運動メカニズムを理解するうえで必須のものである．ま
た本研究で開発した働く“あし”の数を制限する方法は，今後のマイコプラズマ接着と滑走運動メカニズム
研究に大きく寄与すると考えられる．よって本論文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査
した． 
